
令和４年度　中学校のあゆみ

―結果概要とその分析から見えてきた成果・課題と今後の取組について―

　4　「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の調査の目的
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(2)

・運動能力の向上に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

(3)

４　全国体力・運動能力、運動習慣等調査
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学校 30.17 27.61 39.89 56.31 90.26 7.87 193.22 19.86 43.14

大阪市 28.88 26.10 42.66 51.66 77.74 425.87 8.08 196.13 19.98 40.80

全　国 28.99 25.74 43.87 51.05 78.07 409.81 8.06 196.89 20.28 41.04

学校 21.17 16.17 43.35 42.74 40.54 9.26 174.71 9.88 40.65

大阪市 23.08 21.91 45.40 46.34 51.72 321.08 9.07 166.28 12.26 47.00

全　国 23.21 21.67 46.07 45.81 51.60 302.89 8.96 167.04 12.45 47.42
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２　年
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各国公私立学校が各児童生徒の体力・運動能力や運動習慣、生活習慣、食習慣等を把握し、学校にお

ける体育･健康等に関する指導などの改善に役立てる。

子供の体力・運動能力等の状況に鑑み、国が全国的な子供の体力・運動能力の状況を把握・分析する

ことにより、子供の体力・運動能力の向上に係る施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。

各教育委員会、各国公私立学校が全国的な状況との関係において自らの子供の体力・運動能力の向上

に係る施策の成果と課題を把握し、その改善を図るとともに、そのような取組を通じて、子供の体力

員会の方針に則り公表いたします。

　なお、本調査により測定できるのは、学力の特定の一部分であり、学校における教育活動の一側面に過ぎません。

　大阪市教育委員会では、保護者や地域の皆様に説明責任を果たすことが重要であると考え、より一層教育に関心

をお持ちいただき、教育活動にご協力いただくため、学校が各調査の結果や各調査結果から明らかになった現状等

について公表するものとしています。

　本校でも、各調査結果の分析を行い、これまでの成果や今後取り組むべき課題について明らかにし、本市教育委
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